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資源・素材学会において企画発表セッション： 

「JOGMEC における坑廃水 Passive Treatment 技術開発の展開」を開催 

 

JOGMEC（本部：東京都港区、理事長：河野博文）は、9 月 16 日、資源・素材関係学協会合同秋季大会

「資源・素材 2014（熊本）」（主催：一般社団法人資源・素材学会、会場：熊本大学）にて企画発表セッショ

ン「JOGMECにおける坑廃水Passive Treatment技術開発の展開」を開催し、これまでの研究成果を発表

しました。 

 

JOGMECは、鉱害防止事業における坑廃水処理費用の大幅な削減が期待できるPassive Treatment※１

（自然力活用型坑廃水処理）に関する調査研究を行っており、これまでビーカー試験、カラムを用いた連

続通水試験等を実施し、多くの知見・成果を蓄積しています。 

 

今般、JOGMECや関係研究機関が研究成果を発表し、国内でのPassive Treatment導入に向けた様々

な課題や知見について議論する場として、平成26年度資源・素材関係学協会合同秋季大会「資源・素材

2014（熊本）」（主催：一般社団法人資源・素材学会、共催：JOGMEC等）において、「JOGMECにおける坑

廃水Passive Treatment技術開発の展開」と題する企画発表セッションを開催しました。 

 

本企画発表でJOGMECは、平成19年度より実施してきた室内試験等の最新の成果を報告した他、本年

8月から開始した現地実証試験の取組を紹介しました。 

 

その他、経済産業省鉱山・火薬類監理官付千葉鉱害防止専門職より、日本の鉱害防止施策の現状と

Passive Treatment への期待についてご講演いただいた他、秋田大学国際資源学教育研究センター増田

教授より、硫酸還元菌を用いたカラム試験の内容物の分析・解析結果について、北海道立総合研究機構

地質研究所荻野主査より、実規模人工湿地による実証試験について、東北大学大学院環境科学研究科

井上教授より、植物を用いた坑廃水の水耕栽培処理について、研究内容を発表していただきました。 

 

最後に、「実導入に向けた課題」というテーマで総合討論が行われ、技術的課題や実導入に向けた課

題を解決するための方策について、発表者・聴講者から多数の意見が寄せられ、活発な議論が交わされ
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ました。 

 

JOGMECは、鉱害防止に携わる行政や業界の負担軽減を図るべく、今後もPassive Treatmentの実導

入に向けた調査研究を推進してまいります。 

 

※１：JOGMECのPassive Treatmentの調査研究について 

http://www.jogmec.go.jp/mp_control/technology_005.html 

 

■「JOGMECにおける坑廃水Passive Treatment技術開発の展開」プログラム 

 （１）日時：2014年9月16日（火）9:00～12:00 

 （２）会場：熊本大学黒髪南キャンパス 工学部2号館 

 （３）発表タイトル・発表者： 

  0.「企画者挨拶、趣旨説明」 JOGMEC 迫田昌敏 

  1.「我が国の鉱害防止施策の現状とPassive Treatmentへの期待」 経済産業省 千葉明 

  2.「“自然力活用型”処理法（passive treatment）調査研究の概要及びJOGMECでの取り組み」 

JOGMEC 小林幹男 

  3.「酸性坑廃水を対象とした現地連続通水試験」 JOGMEC 濱井昂弥 

  4.「カラム試験における硫酸還元菌による坑廃水中の金属イオンの挙動について」 秋田大学 増田信

行 

  5.「坑廃水処理におけるパッシブトリートメント活用について－実規模人工湿地による実証試験－」 北

海道立総合研究機構 荻野激 

  6.「ハクサンハタザオを用いたCd、Zn含有坑廃水の水耕栽培処理」 東北大学 井上千弘 

  7.「総合討論（実導入に向けた課題）」 JOGMEC 酒田剛 

 （４）参加人数：約45名 

 

JOGMECが開催した企画発表セッションの様子 


